
 

記入例・注意事項 

計画通知（国又は特定行政庁等が建築主となる申

請）の場合は、第一面の様式が異なる（計画通知書

となる）ため注意 

 

※第二面及び第三面は同じ様式（内容）となります 



 

建築主が 2名以上の場合は代表者を記入 

他の建築主は、別紙にそれぞれの必要事項を記載し添付 

申請に添付不要な図書（設備図等）の設計者は、記載 

不要 

一部の建築物のみの図書を作成している場合は、棟名

称等を記入 



未申請でも予定先を記入 

指定確認検査機関の場合は支店や所在地まで記入 

チェック漏れに注意 
構造一級建築士の関与を要しない建築物（安全証明書

を交付する建築物）は記載不要 

指定確認検査機関の場合は支店や所在地まで記入 

構造一級建築士が自ら設計した場合に該当 

構造一級建築士が法適合確認をした場合に該当 



  

□ ルート３（保有水平耐力計算） 

□ 限界耐力計算など 

□ ルート２ 

□ ルート１ 

計算プログラムはバージョンまで記入 

建築確認申請書第六面と整合 

複数棟申請の場合は、棟ごとに作成 

Exp.jで接合する場合は、枝番を記入 

既存不適格建築物に対する増改築の場合に記入 

別途「既存不適格調書」・「安全証明書」が必要 

「特定増改築構造計算基準」の場合のみ記入 

第一号イ ： 一体増築（面積制限なし） 

第一号ロ ： Exp.j増築（面積制限なし） 

第二号イ ： 1/2以下増築 

第三号イ ： 1/20以下かつ 50㎡以下増築 

適判対象となる建築物独立部分ごとの求積図の延べ面

積を記入 

≠容積率算定用の値 

≠別棟を含む値 



 


